
２）減損の兆候
減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

（単位：円）

用 途 種 類 場 所 帳 簿 価 額

宿舎 土地（４施設）（事業用固定資産） 徳島県徳島市他 117032483

建物（６施設）（事業用固定資産） 千葉県香取市他 14550071

 帳簿価額については、当事業年度の期末帳簿価額を記載しております。

（単位：円）

区 分 貸借対照表計上額
（＊） 時価（＊） 差 額

有価証券及び投資有価証券 11789851937 10660429400 1129422537
割賦元金 156139818089 152621278224 3518539865
水資源債券 （28500000000） （28211350000） （288650000）
長期借入金 （110537562886）（105206605726） （5330957160）

（＊） 負債に計上されているものは、（ ）で示しております。
割賦元金は流動資産に計上されているものを含み、水資源債券及び長期借入金は流動負債
に計上されているものを含んでおります。

 賃貸等不動産の時価等
当機構は、将来の使用見込みがなく遊休状態である土地、建物等を有しております。これらの
賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当期増減額及び時価は次のとおりであります。

（単位：円）

貸 借 対 照 表 計 上 額
当期末の時価

前 期 末 残 高 当 期 増 減 額 当 期 末 残 高

1430157563 50587631 1480745194 1671118524
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認められた兆候の概要
宿舎は、当該固定資産の稼働率が取得時の想定と比べて低下しているため、又は市場価
格が著しく下落しているため、減損の兆候を認めております。
減損の認識に至らなかった根拠
当該固定資産は経常的な保守管理を行い、使用目的に従った機能を現有しており、施設
管理を行っていくための付随施設として使用していくため、減損を認識しておりません。

 金融商品の時価等
１）金融商品の状況に関する事項
当機構は、資金運用については短期的な預金並びに国債、地方債及び政府保証債などに限定
し、財政融資資金、民間借入金及び水資源債券の発行により資金を調達しております。
投資有価証券は、独立行政法人通則法第47条の規定等に基づき、地方債等を保有しており、
全て満期保有目的債券であります。
割賦元金は、借入金等の資金を充当して事業用固定資産を建設した場合に、当該借入金及び
その支払利息が負担者の負担に帰すべきものとして確定した金額であり、未回収分を債権とし
て計上しております。
借入金等の使途は事業用固定資産の建設資金であり、主務大臣の認可を受け、資金調達を行っ
ております。
２）金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。
また、現金は注記を省略しており、預金、有価証券のうち譲渡性預金、未収金、未収収益、
未払金及び未払費用、敷金・保証金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似すること
等から、注記を省略しております。

 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下
の三つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における無調整の相場価格により算定し

た時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用

いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価
を分類しております。
有価証券及び投資有価証券
当法人が保有している地方債等は、活発な市場で取引されているため、その時価をレベル
１の時価に分類しております。一方で、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場
価格とは認められない地方債等（貸借対照表計上額：799755477円、時価：736702400円）
は、レベル２の時価に分類しております。
割賦元金
割賦元金の時価は、元利金の合計額の将来キャッシュ・フローを、国債流通利回りを基に、
割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
水資源債券（財投機関債）
当法人の発行する財投機関債である水資源債券は、活発な市場における無調整の相場価格
を利用できるため、レベル１の時価に分類しております。
長期借入金
長期借入金の時価は、元利金の合計額の将来キャッシュ・フローを、同額の新規借入を行っ
た場合の利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しており
ます。

（注１）貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額
であります。

（注２）当期増減額は、次のとおりであります。
遊休状態となった不動産の追加による増加 898968816円
売却等による減少 848381185円

（注３）当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて当機構で算定した金額（指
標等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。

 資産除去債務
当機構は、石綿含有吹き付け材を使用している事業用建物を有しております。この内の一部に
ついて、木曽川用水施設管理業務の中で、石綿含有吹き付け材の除去工事の実施を決定したこと
から、当該事業用建物に係る資産除去債務を合理的に見積ることが可能となったため、当事業年
度に資産除去債務を計上しており、令和８事業年度に除去を予定しております。
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